
 

 

 

 

 

六ケ所低レベル放射性廃棄物埋設センター 

品質保証の実施結果及び 

常設の第三者外部監査機関の監査結果報告書 

（平成２０年度下期報告） 
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Ⅰ．品質保証の実施結果 

１．保安活動等の実施 

（１）品質方針の設定、周知 

社長は、平成２１年度の品質方針を３月１２日に設定し、同日、電子掲示板により

全社員に周知した。 

品質方針の設定においては、平成２１年度より保安規定の中に安全文化の醸成が取

り込まれるため、「安全確保の最優先」を明記した。 

 

（２）品質目標の設定、周知 

（品質保証室） 

品質保証室長は、平成２１年度の品質目標を３月２７日に設定し、３月３０日、電

子掲示板により品質保証室内へ周知した。 

品質目標には、「高レベル廃液漏えい事象に関する根本原因分析結果に基づき全社再

発防止対策を策定するとともに、確実に実施・フォローする」を設定した。 

（埋設事業部） 

埋設事業部長は、平成２１年度の品質目標を３月２７日に設定し、4 月 1 日、電子掲

示板により埋設事業部内へ周知した。 

品質目標には、「安全文化の醸成に係る全社大の活動計画に基づき、部門の計画を策

定し活動を実施することで意識の向上を図る」を設定した。 

 

（３）社長による評価 

（品質保証室） 

実施状況：社長は、品質保証室の第２回レビューを１１月５日に、第３回レビュー

を２月９日に、第４回レビューを３月２６日に実施した。 

実施結果：社長は、第２四半期、第３四半期、第４四半期の保安活動に関する業務

などの進捗状況及び品質目標の達成状況のレビューを行った。 

レビュー毎の主な指示事項は下記のとおり。 

（第２回） 

組織改正を踏まえた監査視点について、各事業部の監査実態調査及び組

織改正後の監査方針策定を行い来年度の監査計画に反映すること。 

（第３回） 

各事業部・室の品質目標の達成度評価、社内外の情勢、環境の変化等を

踏まえて平成２１年度の品質方針案が提示された。この案に対して、各

部署から再度意見を聴取し、それを反映したうえで策定すること。 

(第４回) 

マネジメントレビューの形骸化防止と実効性向上のために、レビューの

範囲、頻度、資料の様式等について、抜本的な改善を進めること。 
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（埋設事業部） 

実施状況：社長は、埋設事業部の第２回レビューを１１月５日に、第３回レビュー

を２月９日に、第４回レビューを３月２４日に実施した。 

実施結果：社長は、第２四半期、第３四半期、第４四半期の保安活動に関する業務

などの進捗状況及び品質目標の達成状況のレビューを行った。 

レビュー毎の主な指示事項は下記のとおり。 

（第２回） 

トラブル時の通報については、作成中の事例集を完成するとともに訓練

等において関係者へその主旨を徹底すること。 

（第３回） 

通報連絡事例集の活用については、不適合事象をその都度反映し、その

事例集を用いて繰り返し学習する等、通報連絡を確実に実施出来ること。 

（第４回） 

業務の目標管理、目標達成のための戦略が組織として浸透しているのか、

そのようなマネジメントについて管理者自ら言葉で語り伝えているのか、

そのプロセスを説明すること。 

 

（４）文書及び記録の管理 

（品質保証室） 

品質保証室長は、「廃棄物埋設施設保安規定」及び関連規定（以下、「規定類」という。）

に従い、所管する業務に関して作成した文書及び記録を管理した。 

（埋設事業部） 

埋設事業部長は、規定類に従い、所管する業務に関して作成した文書及び記録を管理

した。 

 

（５）保安活動の実施 

      埋設事業部長は、規定類に従い、廃棄物埋設管理、保安のために講ずべき措置、放

射性廃棄物管理、放射線管理及び非常時等の措置に係る業務を実施した。 

 

（６）調達 

      埋設事業部長は、規定類に従い、調達先の評価を行い、物品及び役務の調達につい

ては調達製品への要求事項を明確にし、調達製品が調達要求事項を満たしていることを

確認した。 

 

（７）内部監査 

（品質保証室） 

実施状況：品質保証室長は、規定類に従い、監査計画に基づいて、品質保証室及び埋

設事業部に対する内部監査を実施した。 
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実施結果：品質マネジメントシステム等に関して改善の要望事項がいくつか見られ

たが、規定類を逸脱するような指摘事項はなく、規定類に基づき改善に

向けた Plan（計画）－Do（実施）－Check（評価）－Act（改善）サイク

ルが展開されており、品質マネジメントシステムが有効に機能している

ことを確認した。 

（埋設事業部） 

実施状況：埋設事業部品質保証課長は、規定類に従い、監査計画に基づき、各部署に

対して内部監査を実施した。 

実施結果：品質保証標準類に従い業務が進められているか監査を行い、調達先評価

の評価項目の根拠、妥当性等に関して指摘事項があったが、規定類に従い、

処置するよう主管部署に通知し、是正処置内容について検討が行われてい

る。また、品質マネジメントシステム等に関して改善の要望事項がいくつ

か見られたが、規定類を逸脱するような指摘事項はなく、規定類に基づき

改善に向けた Plan（計画）－Do（実施）－Check（評価）－Act（改善）

サイクルが展開されており、品質マネジメントシステムが有効に機能して

いることを確認した。 

 

（８）不適合管理 

埋設事業部長は、規定類に従い、不適合を確実に識別し、処置及び記録した。 

   期間中（下期）に発生した不適合の件数：１件 

 

（９）是正処置及び予防処置 

   埋設事業部長は、規定類に従い、不適合の発生予防のための処置を行い、これを記

録し、実施した活動を評価した。 

 

（10）教育・訓練 

埋設事業部長は、規定類に従い、埋設施設の保安活動に従事する者に必要な力量が持

てるように、関係法令及び保安規定に関すること、廃棄物埋設施設の構造、性能及び

操作に関すること、放射線管理に関すること等について教育・訓練を実施した。 
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２．協力会社との連携 

（１）品質保証マネジメント会議 

  ①第９回会議を１２月１０日に開催した。（協力会社４９社参加） 

・再処理工場の安全・安定運転に向けて 

   ・安全文化の醸成に向けた当社と協力会社の連携 

（２）管理者レベルの連絡会 

①第２４回連絡会を１２月３日に開催した。（４４社参加） 

・第９回品質保証マネジメント会議の紹介 

・協力会社との双方向コミュニケーション「個別訪問、アンケート調査、電力会社

等の取組調査」について 

・小集団活動の状況報告 

 

（３）小集団活動について 

・「小集団活動全社発表会」を３月１７日に開催し、全社２２６チームから選抜された

７チーム（埋設事業部においては 1 チーム）が発表した。 

 

（４）埋設事業部と協力会社との連携 

・埋設事業部長は、日本原燃安全推進協議会（埋設事業部）及び安全パトロールを６

回開催して、安全衛生等について協力会社と協議を行い、協力会社との双方向のコ

ミュニケーションを図った。 

 

３．品質保証体制の再構築に向けた取組 

   社長は、再処理工場の高レベル廃液の漏えいの反省を踏まえ、品質保証活動を統括

する「品質・保安会議」の下に、新たに「全社再発防止対策検討委員会」を設置し、

原因究明と再発防止策の検討を進めている。 

 

４．その他 

（１）品質月間行事の実施 

  ①１１月 1 日から３０日：品質月間ポスター掲示／Q 旗掲揚 

  ②１１月２６日：品質月間講演会の開催 

③品質月間標語の最優秀及び優秀作品のポスターを社内及び協力会社に掲示 

 

－４－ 



－５－ 

 

Ⅱ．常設の第三者外部監査機関の監査結果等 

１．常設の第三者外部監査機関の監査 

実施状況：ロイド・レジスター・ジャパン（有）による平成２０年度第２回第三者

定期監査を２月３日から６日に室部門の監査を、２月５日から６日に埋設

事業部の監査を受けた。 

監査結果：（総合所見） 

今回の定期監査においては、室部門及び埋設事業部では主として「改善

策の対応成果が、風化することなく業務に生かされていることの確認」

が実施され、更に埋設事業部では「品質マネジメントシステム（ＱＭＳ）

視点での運転・保守に係わる対応状況」に関する監査が「現場監査」を

含めて実施された。監査結果は、総合所見として「ＱＭＳ活動のＰＤＣ

Ａ展開が定着している」との評価や、「「改善策」の対応成果が風化する

ことなく業務に生かされている」との評価を得た。 

 

（品質保証室、業務管理室、広報・地域交流室） 

文書監査、実地監査においても「指摘事項」及び「提言事項」がなく、「経

営最高幹部の指示事項を確実にフォローする仕組みを構築する」との「観

察事項」が１件あった。 

（埋設事業部） 

文書監査、実地監査においても「指摘事項」及び「観察事項」並びに「提

言事項」はなく、埋設事業部の「「品質保証に係る活動のＰＤＣＡの展開

が維持・継続されている」との評価が得られた。 

 

（監査報告書については平成２１年３月３１日に提出済） 

①平成２０年度第２回定期監査報告書（全体総括） 

（W01938587 号-0）（平成 21 年 3 月 16 日ﾛｲﾄﾞ･ﾚｼﾞｽﾀｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ(有)） 

②平成２０年度第２回定期監査報告書（その１）「室」部門の監査結果 

(W01938587 号-1)（平成 21 年 3 月 16 日ﾛｲﾄﾞ･ﾚｼﾞｽﾀｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ(有)） 

③平成２０年度第２回定期監査報告書（その４）埋設事業部の監査結果 

（W01938587 号-4）（平成 21 年 3 月 16 日ﾛｲﾄﾞ･ﾚｼﾞｽﾀｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ(有)） 

 

２．品質保証に係る顧問会 

   ①第１０回顧問会を１２月１６日に開催した。 

   ②第１１回顧問会を ３月 ５日に開催した。 

以 上 


